
「南東部エリア」パーク・グラデーションプラン（案） ～多世代交流ができる地域コミュニティを広げる公園エリア～

●主な緑道（＋連携する公園）

●にぎわい公園

① 上仲原公園

✓ ボール遊びやここでしかできないスポーツ
など、自由に身体を動かせる場とします

✓ 誰もが気軽に立ち寄り、日々の憩いの場と
してゆったり過ごせる居場所とします

✓ ペット連れでも利用しやすく、さまざまな
人が心地よく過ごせる環境を整えます

✓ イベントや地域の催しを通じて、にぎわいと
交流が生まれる空間とします

✓ ルールをみんなで決めて、花火ができる場所
とします

のびのび交流するサードプレイスとなる公園

⑧ 上新堀公園

✓ 特徴的な遊具やゲーム遊びの仕掛け
があり、心が躍る空間とします

✓ 親子で安心して利用できる空間と
します

ゲームで笑顔になる公園

② 仲原西公園

✓ 小さな子どもが五感を通じて遊べる
遊具や施設を設置します

✓ 動物をモチーフとした遊具や施設を
取り入れ、親しみやすい場とします

子どもの笑顔があふれる公園

●わくわく公園

⑨ 野火止緑地

✓ 草木の観察など、自然に触れ合いな
がら、魅力を感じられる場とします

✓ 散策しながら季節の変化を楽しみ、
憩える緑地とします

自然とふれあい学べる公園

③ 仲原東公園

✓ 五感でいろいろなことを、
感じながら遊べる場とします

✓ 遊具ではなく、子どもが小山や木に
登るなど自由に遊び方を見つけられ
る場とします

遊具がなくても遊べる公園

⑤ 向原公園

✓ ボール遊びや遊具で子どもの楽しめ
る公園とします

✓ 子どもからお年寄りまで、年齢に合
わせた遊び方・過ごし方ができる
空間とします

ボール遊びのできる公園

⑦ 清原中央公園

✓ 広い芝生の上でだれもが思い思いに
過ごせる居場所とします

✓ スポーツやイベントなどにより
ひらかれた場所とします

芝生にみんなが集まる公園

④ 山神前公園

✓ 交通をテーマに、遊びながら学べる場
とします

✓ カラフルな個性ある遊具があり、子ど
もたちがわくわくする空間とします

まちの交通ひろば公園

⑫ 用水北こども広場 

✓ 小さな子どもの年代に合わせた
優しい遊具がある場とします

子どもを成長させる公園

●まいにち公園

⑬ 清原西公園

✓ 健康遊具があり、日々の運動に
利用できる空間とします

健康づくりができる公園

⑩ 向原西公園

✓ ふと立ち寄りたくなるような、落ち
着いて休める空間とします

⑪ 向原南公園

✓ 地域の交流なども活用できる憩いの
場とします

気がつけばいつもいる公園

⑭ 清原北公園

✓ 原っぱの中で、のびのび過ごせる

開放的な居場所を整えます

✓ 小さな子どもが安心して自由に
遊べる場とします

⑮ 清原南公園

✓ 原っぱを活かし、子どもから大人ま
で、多世代が心地よく利用できる場
とします

親子が交流できる公園
⑥ 向原中央公園

✓ 四季の花木を楽しみながら、散策や
休憩ができる空間とします

✓ 花やみどりを育て地域に親しまれる
場とします

✓ まいにちの健康づくりの場とします

フラワー健康公園

遊び・学び（乳幼児用）

遊び・学び（児童用）

憩い

スポーツ・健康

潤い

賑わい

凡例

魅力付けを行う機能

機能の例

公園名
✓ 具体的な活用イメージ

公園テーマ 機能

公園の特徴となる機能南東部
エリア

対象エリア
・機能

・仲原緑地

a「ゆったり休憩できる緑道」

b「子どもが歩いて学べる緑道」

（＋仲原西公園）

c「子どもが笑顔になる緑道」

（＋仲原東公園）

d.「花に囲まれ遊び・学べる緑道」

e.「市の魅力を伝える緑道」

・用水北緑地

a.「四季の花を楽しめる緑道」

・野火止遊歩道

a.「水とふれあい・遊べる遊歩道」

・水道緑地

a.「芝生広場につながる緑道」

（＋清原中央公園）

b.「色を楽しめる緑道」

c.「ゲーム遊びをしながら歩ける緑道」

（＋上新堀公園）

いつも行く公園は
どんな公園になるかな？

東大和市観光キャラクター うまべぇ
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